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皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
の
新
春
を
清
々
し
く
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

第
8
派
と
も
い
え
る
状
況
で
す
が
、

普
段
か
ら
の
マ
ス
ク
着
用
を
は
じ
め

基
本
的
な
感
染
防
止
活
動
を
徹
底
し
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
へ
の
変
化
を

遂
げ
る
時
期
に
あ
る
と
考
え
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
、
感

染
防
止
対
策
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
っ
て
い
ま
す
こ
と
に
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
、
今
後
も
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
な

ど
、
本
町
と
し
て
で
き
る
限
り
の
対

策
を
進
め
て
参
る
所
存
で
す
。

　
昨
年
は
、
２
月
17
日
本
町
の
将
来

を
見
据
え
た
「
幌
加
内
町
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

報
告
書
」
が
完
成
し
、
町
の
将
来
構

想
を
受
け
、
私
も
前
向
き
に
今
後
の

幌
加
内
町
の
在
り
方
を
考
え
、
ま
ち

づ
く
り
の
歩
み
を
一
段
と
進
め
る
年

に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
幌
加

内
町
新
そ
ば
祭
り
」
は
、
コ
ロ
ナ
対

策
を
万
全
に
講
じ
、
３
年
振
り
に
開

催
し
、
２
日
間
で
４
万
人
の
来
場
者

が
あ
り
、
改
め
て
「
幌
加
内
そ
ば
」

の
名
声
を
高
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
に
も
、
全
国
高
校
そ
ば

打
ち
選
手
権
が
３
年
振
り
に
開
催
さ

れ
、
幌
加
内
高
校
生
は
緊
張
の
中
、

先
輩
方
か
ら
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぎ

見
事
優
勝
し
団
体
戦
４
連
覇
達
成
と

喜
ば
し
い
話
題
が
多
く
あ
っ
た
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
、
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
北
京
で
開
催
さ
れ
、

金
メ
ダ
ル
３
個
を
含
む
過
去
最
多
の

18
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
大
き
な
感

動
と
躍
動
す
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
続
く
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
、
人
の
持
つ
可
能
性
を
私
た
ち

に
示
し
、
７
個
の
メ
ダ
ル
獲
得
、
真

摯
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
映
し
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
２
月
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
開
始
さ
れ
、
多

く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
惨
劇
と
と

も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
農
産
物
の
流

通
な
ど
多
く
の
影
響
を
受
け
、
国
内

の
物
価
高
の
一
因
と
も
な
り
、
私
た

ち
の
生
活
に
今
も
重
く
の
し
か
か
る

状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
と
同

様
に
先
行
き
が
見
通
せ
な
い
問
題
で

す
が
、
少
し
で
も
早
期
に
光
を
見
出

せ
る
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
の
動
き
の
中
で
は
、
先
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告
書
の
想
い
を
受
け
、

本
町
の
地
方
創
生
を
含
め
国
内
外
の

地
域
情
勢
に
精
通
し
た
外
部
顧
問
を

招
き
、
朱
鞠
内
湖
、
幌
加
内
そ
ば
、

幌
加
内
高
校
の
３
本
柱
を
中
心
と
し
、

町
外
者
と
の
交
流
に
よ
る
魅
力
発
信
、

関
係
人
口
の
拡
大
、
幌
加
内
そ
ば
の

付
加
価
値
を
高
め
る
な
ど
多
く
の
課

題
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
町
民
の
皆

様
が
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
、

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
と
こ
ろ

で
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
移

行
は
、
国
が
推
進
す
る
重
要
施
策
の

一
つ
で
あ
り
、
本
町
の
よ
う
な
小
規

模
自
治
体
に
お
い
て
も
将
来
を
見
据

え
、
町
民
の
皆
様
が
利
便
性
を
肌
で

感
じ
て
い
た
だ
け
る
推
進
と
、
昨
年

３
月
議
会
で
宣
言
を
し
た
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
へ
も
カ
ー

ボ
ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
の
本
町
と
し
て
も

取
り
組
め
る
部
分
を
皆
さ
ん
と
一
緒

に
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
で
は
、
米
、

そ
ば
、
畑
作
物
、
畜
産
物
な
ど
を
安

定
的
に
生
産
、
供
給
で
き
る
体
制
を

よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

商
工
業
に
つ
い
て
も
商
工
会
と
連
携

し
、
経
営
体
力
低
下
を
招
か
ぬ
よ
う

各
種
施
策
を
展
開
す
る
所
存
で
す
。

　
観
光
面
で
は
、
本
町
の
自
然
の
豊

か
さ
、
朱
鞠
内
湖
を
中
心
と
し
た

キ
ャ
ン
プ
客
の
増
加
や
、
家
族
層
に

よ
る
冬
の
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
の
盛
況
と

幻
の
魚
「
イ
ト
ウ
」
の
魅
力
に
ひ
か

れ
多
く
の
釣
り
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
流
れ
を
止
め
ぬ
よ
う
、
関
係
機

関
と
協
議
を
し
、
自
然
を
守
り
な
が

ら
快
適
な
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
施
設
整
備
等
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
他
、
幌
加
内
高
校
に
お
け
る

地
域
未
来
留
学
３
６
５
の
推
進
、
ふ

る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
の
継

続
な
ど
町
外
の
方
々
と
の
交
流
を
充

実
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
卯
年
と
な
る
令
和
5
年

が
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
と
と
も
に
、

飛
躍
の
年
と
し
て
、
災
害
や
事
故
も

な
く
豊
穣
の
秋
を
迎
え
経
済
活
動
の

回
復
に
よ
り
、
町
民
の
皆
様
、
そ
し

て
本
町
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い

年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
幌
加
内
町
長

細
　
川
　
雅
　
弘
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令
和
５
年
の
新
年
を
迎
え
、
議
会
を

代
表
致
し
ま
し
て
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
厳
粛
の
中
に
も
健
や

か
に
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
推
察
し
、

心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
中
は
議
会
の
活
動
及
び
町
政

へ
の
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
２
月
に
平
和
の
祭
典

で
あ
る
北
京
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
期
間
中
に
、
あ
ろ

う
こ
と
か
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍

事
進
攻
す
る
と
い
う
暴
挙
に
出
て
、
欧

州
を
始
め
全
世
界
を
恐
怖
と
不
安
に
陥

れ
ま
し
た
。
今
な
お
、
数
多
く
の
犠
牲

を
払
い
な
が
ら
も
、
未
だ
停
戦
に
向
け

た
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
こ
う
と
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
尚
且
つ
、
こ
の
暴
挙
に

対
す
る
各
国
の
経
済
制
裁
等
に
よ
り
、

原
油
や
食
料
の
価
格
高
騰
を
招
き
、
我

が
国
に
お
い
て
も
燃
料
費
が
上
が
り
、

こ
れ
に
起
因
す
る
電
気
料
や
食
料
品
価

格
も
上
昇
傾
向
と
な
っ
て
、
こ
れ
ら
に

対
応
す
る
国
や
地
方
お
け
る
諸
政
策
の

執
行
に
よ
り
、
若
干
の
緩
和
は
あ
る
も

の
の
、
食
料
品
価
格
の
上
昇
は
今
後
も

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
一
刻
も

早
く
両
国
が
停
戦
に
向
け
た
交
渉
に
入

る
よ
う
望
ん
で
止
み
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
新
規
感
染
者
の
大
き
な
波
は
あ

る
も
の
の
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
低
減
し
、

欧
米
で
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
シ
フ
ト
し
、

日
本
に
お
い
て
も
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

入
場
者
数
の
制
限
解
除
や
諸
外
国
の
観

光
客
の
入
国
制
限
解
除
な
ど
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
向
け

た
政
策
転
換
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
、
通
常
の
生
活
が
戻
る
こ

と
に
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業

分
野
で
は
、
昨
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

春
の
農
作
業
や
そ
の
後
の
生
育
も
順
調

に
推
移
し
、
８
月
の
断
続
的
な
降
雨
、

９
月
に
は
台
風
か
ら
変
わ
っ
た
温
帯
低

気
圧
に
よ
る
暴
風
の
影
響
は
あ
っ
た
も

の
の
、
そ
の
後
の
収
穫
期
に
は
大
き
な

災
害
等
も
な
く
、
良
い
出
来
秋
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
３
年

ぶ
り
に
「
新
そ
ば
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
、
２
日
間
で
約
４
万
人
と
大
変
多
く

の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
が
、
心
配
さ

れ
ま
し
た
大
き
な
混
乱
も
な
く
盛
会
の

う
ち
に
終
え
ら
れ
、
関
係
各
位
の
ご
努

力
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
消
費
の
低
迷
や
原
油
・

資
材
等
の
価
格
高
騰
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
ま
す
が
、
今
年
も
穏
や
か
な
気
候
条

件
の
も
と
、
良
い
出
来
秋
が
迎
え
ら
れ

る
よ
う
祈
念
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
私
達
議
会
議
員
は
改
選
の
時
期
と
な

り
ま
す
が
、
議
員
と
し
て
の
自
覚
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
住
民
目
線
で
の
将
来

展
望
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
町
民
の

皆
様
の
付
託
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
、
努

力
と
研
鑽
を
重
ね
て
行
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
尚
一
層
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
民
皆

様
の
ご
多
幸
と
健
や
か
な
毎
日
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
し
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
　
　
幌
加
内
町
議
会
議
長

小
　
川
　
雅
　
昭
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誉
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町
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議
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行
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委
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秀　
雄

〃

　
杉　
山　
八
重
子

〃

　
野　
原　
良　
子

〃

　
北　
村　
和　
子

〃

　
守　
田　
秀　
生

〃

　
畑　
　
　
正　
男

〃

　
小　
川　
雅　
昭

〃

　
山　
下　
俊　
明

〃

　
日　
野　
　
　
昭

〇
中
小
企
業
補
償
融
資
審
議
会

会

長　
小　
関　
和　
明

副

会

長　
伊　
藤　
秀　
明

委

員　
坂　
本　
規　
康

〃

　
杉　
山　
　
　
守

〃

　
山　
本　
清　
志

〃

　
大　
野　
克　
彦

〃

　
清　
原　
吉　
典

事
務
局
員　
中　
川　
　
　
敏

〇
農
業
振
興
資
金
融
資
審
議
会

会

長　
笠　
井　
正　
展

副

会

長　
岩　
本　
靖　
幸

委

員　
田　
丸　
利　
博

〃

　
鈴　
木　
　
　
努

〃

　
小
野
寺　
栄　
治

〇
登
録
商
標
使
用
審
議
会

会

長　
小　
関　
和　
明

副

会

長　
大　
野　
克　
彦

委

員　
田　
丸　
利　
博

〃

　
中　
南　
裕　
行

〃

　
後　
藤　
　
　
卓

〇
産
業
貢
献
者
選
考
審
議
会

会

長　
小　
関　
和　
明

会
長
代
理　
笠　
井　
三　
貴

委

員　
小　
川　
雅　
昭

〃

　
中　
村　
雅　
義

〃

　
稲　
見　
浩　
一

〃

　
田　
丸　
利　
博

〇
奨
学
資
金
審
議
会

委

員　
小　
関　
和　
明

〃

　
鈴　
木　
　
　
努

〃

　
小　
嶋　
高　
徳

〃

　
水　
上　
尚　
澄

〃

　
野　
口　
昌　
代

〃

　
椋　
井　
　
　
功

〃

　
小
野
寺　
英　
治

〇
社
会
教
育
委
員
会
兼
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員

委

員

長　
椋　
井　
　
　
功

副
委
員
長　
麻　
木　
澄　
子

委

員　
小　
嶋　
高　
徳

〃

　
番　
水　
一　
光

〃

　
北　
村　
貴　
智

〃

　
野　
口　
昌　
代

〃

　
小　
林　
四　
郎
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〃

　
大　
平　
美
恵
子

〇
地
区
公
民
館

▽
沼
牛
地
区
館

運
営
委
員
長　
德　
重　
久
美
子

館

長　
近　
藤　
勝　
行

▽
政
和
地
区
館

運
営
委
員
長　
笠　
井　
政　
彦

館

長　
畑　
　
　
正　
男

▽
添
牛
内
地
区
館

運
営
委
員
長　
矢
箆
原　
政　
勝

館

長　
小　
川　
雅　
昭

▽
朱
鞠
内
地
区
館

運
営
委
員
長　
山　
下　
俊　
明

館

長　
山　
田　
顕　
次

▽
母
子
里
地
区
館

運
営
委
員
長　
渡　
来　
美　
香

館

長　
渡　
来　
正　
幸

〇
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

委

員

長　
大　
森　
正　
明

副
委
員
長　
畑　
　
　
正　
志

委

員　
大　
平　
美
恵
子

〃

　
新　
江　
有　
希

〃

　
横　
窪　
佑　
樹

〃

　
藤　
井　
　
　
翼

〃

　
嶺　
岸　
果
渚
実

〃

　
櫻　
井　
　
　
基

〃

　
髙　
橋　
か
お
り

〃

　
泉　
井　
雅　
裕

〇
保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合
サ
ー
ビ

ス
推
進
会
議

議

長　
南　
谷　
幸　
夫

副

議

長　
水　
上　
尚　
澄

委

員　
木　
下　
八
代
恵

〃

　
山　
下　
俊　
明

〃

　
北　
村　
和　
子

〃

　
森　
﨑　
龍　
郎

〃

　
堀　
　
　
直　
央

〃

　
大　
森　
廣　
一

〃

　
小　
林　
四　
郎

〃

　
宮　
下　
卓　
久

〃

　
番　
水　
英　
世

〃

　
岩　
本　
靖　
幸

〃

　
水　
谷　
修　
一

〃

　
大　
山　
和　
彦

〃

　
宮　
川　
惠　
秀

〃

　
松　
林　
是　
倫

〇
民
生
委
員
協
議
会

会

長　
水　
上　
尚　
澄

副

会

長　
山　
下　
俊　
明

〃

　
北　
村　
和　
子

民
生・児
童
委
員　
近　
藤　
寿
美
子

〃

　
北　
村　
恵　
子

〃

　
山　
田　
博　
文

〃

　
藤　
野　
勝　
正

〃

　
酒　
井　
真
理
子

〃

　
野　
原　
良　
子

〃

　
花　
岡　
美
智
子

〃

　
畑　
　
　
正　
男

〃

　
宮　
原　
光　
恵

主
任
児
童
委
員　
森　
﨑　
ま
り
こ

〃

　
市　
村　
美　
希

〇
人
権
擁
護
委
員

委

員　
竹　
村　
見　
吾

〃

　
林　
　
　
ひ
ろ
み

〇
保
護
司
幌
加
内
支
部

支

部

長　
水　
上　
尚　
澄

保

護

司　
水　
上　
尚　
澄

〃

　
吉　
成　
克　
彦

〃

　
木　
下　
八
代
恵

〃

　
大　
森　
正　
明

〃

　
北　
村　
和　
子

〃

　
北　
村　
貴　
智

〃

　
京　
屋　
克　
美

〇
行
政
相
談
委
員

水　
上　
尚　
澄

〇
身
体
障
害
者
相
談
員

番　
水　
英　
世

〇
知
的
障
害
者
相
談
員

岩　
本　
靖　
幸

〇
士
別
地
方
消
防
事
務
組
合

▽
幌
加
内
町
消
防
団

団

長　
寺　
崎　
嘉　
男

副

団

長　
笠　
井　
正　
展

第
一
分
団
長　
蔵　
前　
文　
彦

副
分
団
長　
稲　
見　
隆　
浩

第
二
分
団
長　
大　
森　
正　
明

副
分
団
長　
仙　
丸　
孝　
司

▽
消
防
署
幌
加
内
支
署

支

署

長　
水　
谷　
修　
一

副
支
署
長　
藤　
原　
秀　
一

主
幹
（
救
急
担
当
）
兼
救
急
係
長
事

務
取
扱　
　
　
　
有　
働　
裕　
妃

主
幹
（
庶
務
担
当
）　
髙　
橋　
　
　
優

主
幹
（
消
防
団
担
当
）
兼
朱
鞠
内
分

遣
所
長　
　
　
　
岡　
田　
　
　
伸

主
幹
（
警
防
担
当
）　
腰　
越　
真　
人

主
幹
（
予
防
担
当
）
兼
予
防
係
長
事

務
取
扱　
　
　
　
野　
原　
恵　
一

警
防
係
長　
及　
川　
竜　
平

庶
務
係
長
兼
消
防
団
係
長

　
山　
谷　
洋　
人

消
防
団
係
兼
救
急
係　倉　

内　
陽　
平

予
防
係
兼
警
防
係　
石　
川　
義　
光

庶
務
係
兼
消
防
団
係大　

庭　
亘　
輝

救
急
係
兼
予
防
係　
堂　
前　
良　
樹

警
防
係
兼
予
防
係　
平　
田　
勝　
洋

予
防
係
参
与　
横　
川　
正　
明

▽
幌
加
内
町
消
防
団
後
援
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
田　
中　
義　
博

会

計　
杉　
山　
　
　
守

理

事　
笠　
井　
政　
彦

〃

　
仙　
丸　
孝　
造

〃

　
木　
下　
惠
二
郎

代
表
監
事　
中　
南　
裕　
行

監

事　
宮　
下　
卓　
久

▽
幌
加
内
町
防
火
管
理
協
会

会

長　
小
野
寺　
栄　
治

副

会

長　
小　
坂　
義　
隆

会

計　
髙　
橋　
寿　
宜

▽
幌
加
内
ま
と
い
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
菊　
地　
忠　
行

〇
校
長
会　

会

長　
小　
嶋　
高　
徳

〇
町
内
学
校
長
・
教
頭

幌
加
内
小
校
長　
米　
津　
理　
臣

　

〃　
教
頭　
大　
熊　
隆　
子

朱
鞠
内
小
校
長　
山　
田　
顕　
次

　

〃　
教
頭　
重　
森　
哲　
夫

幌
加
内
中
校
長　
小　
嶋　
高　
徳

　

〃　
教
頭　
込　
山　
　
　
茂

幌
加
内
高
校
長　
後　
藤　
　
　
卓

　

〃　
教
頭　
塚　
原　
康　
隆

〇
幌
加
内
町
教
育
研
究
会

会

長　
米　
津　
理　
臣

〇
社
会
福
祉
法
人
幌
加
内
町
社
会
福

祉
協
議
会

会

長　
南　
谷　
幸　
夫

副

会

長　
山　
下　
俊　
明

〃

　
宮　
下　
卓　
久

理

事　
宮　
川　
惠　
秀

〃

　
水　
上　
尚　
澄

〃

　
菅　
原　
　
　
清

監

事　
中　
川　
建　
一

〃

　
麻　
木　
澄　
子

事
務
局
長　
木　
下　
八
代
恵

事
務
局
員　
國　
﨑　
成　
俊

〈
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
〉

管

理

者　
木　
下　
八
代
恵

通
所
介
護
事
業
係
長（
生
活
相
談
員
）　

松　
本　
千
代
美

介
護
員
兼
生
活
相
談
員

宮　
田　
由　
香

介

護

員　
草　
島　
俊　
之

〃

　
西　
野　
明
日
香

〃

　
郷　
田　
真　
澄

〈
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〉

管

理

者　
木　
下　
八
代
恵

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者

飯　
沼　
ひ
ろ
み

福
寿
荘
管
理
責
任
者飛　

渡　
喜
久
郎

〇
幌
加
内
町
高
齢
者
事
業
団

会

長　
大　
森　
廣　
一

副

会

長　
本　
間　
眞
喜
雄

理

事　
伊　
東　
文　
子

〃

　
浦　
辻　
麗　
子

〃

　
加　
藤　
誠　
一

監

事　
菊　
地　
忠　
行

〃

　
赤　
松　
眞
理
子

事

務

長　
田
井
中　
雄　
二

〇
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会

長　
番　
水　
英　
世

副

会

長　
鈴　
木　
秀　
明

〇
遺
族
会

会

長　
中　
西　
　
　
徹

副

会

長　
中　
川　
一　
夫

〃

　
松　
本　
光　
幸

〇
幌
加
内
町
共
同
募
金
委
員
会

会

長　
山　
下　
俊　
明

副

会

長　
南　
谷　
幸　
夫

〃

　
宮　
下　
卓　
久

〇
交
通
安
全
推
進
委
員
会

会

長　
細　
川　
雅　
弘
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〇
交
通
安
全
指
導
員
会

会

長　
宮　
下　
卓　
久

副

会

長　
杉　
山　
　
　
守

指

導

員　
大　
森　
正　
明

〃

　
尾　
島　
広　
子

〃

　
田　
中　
義　
博

〃

　
大　
倉　
英　
行

〃

　
近　
藤　
こ
ず
え

〃

　
番　
田　
幸　
子

〃

　
竹　
村　
加
代
子

〇
交
通
安
全
協
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
中　
西　
　
　
徹

〃

　
谷　
川　
　
　
優

〇
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ

会

長　
北　
村　
貴　
智

〇
町
内
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

幌
加
内
小　
野　
村　
道　
宏

朱
鞠
内
小　
仙　
丸　
孝　
司

幌
加
内
中　
北　
村　
貴　
智

幌
加
内
高
校　
加　
藤　
克　
広

〇
ス
ポ
ー
ツ
協
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
番　
田　
幸　
子

〃

　
椋　
井　
　
　
功

〇
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本

部

長　
番　
水　
一　
光

〇
文
化
連
盟

会

長　
内　
海　
千　
樫

副

会

長　
麻　
木　
澄　
子

〃

　
北　
村　
和　
子

〇
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会

長　
小　
林　
四　
郎

副

会

長　
山　
下　
俊　
明

理

事　
関　
口　
　
　
誠

〃

　
笠　
井　
政　
彦

〃

　
市　
川　
富　
秀

〇
自
衛
隊
協
力
会

会

長　
細　
川　
雅　
弘

副

会

長　
宮　
下　
卓　
久

〃

　
小　
川　
雅　
昭

〇
自
衛
隊
募
集
相
談
員

相

談

員　
中　
村　
雅　
義

〃

　
福　
田　
　
　
裕

〇
北
方
領
土
返
還
協
力
員

　
山　
内　
和　
美

〇
農
地
整
備
事
業
促
進
期
成
会

会

長　
村　
上　
賢　
誠

副

会

長　
鈴　
木　
　
　
努

〇
幌
加
内
北
地
区
農
地
整
備
事
業
促

進
期
成
会

会

長　
笠　
井　
正　
展

副

会

長　
宮　
原　
克　
弘

〇
道
道
旭
川
幌
加
内
線
道
路
整
備
促

進
期
成
会

会　
長
（
町
長
）　
細　
川　
雅　
弘　

副
会
長
（
旭
川
市
長
）

今　
津　
寛　
介

副
会
長
（
鷹
栖
町
長
）

谷　
　
　
寿　
男

〇
幌
加
内
土
地
改
良
区

理

事

長　
稲　
見　
浩　
一

理
事
長
代
理　
古　
林　
　
　
茂

理

事　
篠　
原　
　
　
剛

〃

　
谷　
岡　
正　
則

〃

　
南　
谷　
秀　
明

〃

　
宇　
野　
利　
徳

総
括
監
事　
蔵　
前　
文　
彦

監

事　
中　
川　
一　
美

総
務
課
長　
本　
家　
　
　
徹

総
務
係
長
兼
会
計
係
長

帯　
川　
さ
つ
き

技
術
課
長　
髙　
橋　
一　
之

技
術
係
長　
堂　
田　
賢　
一

〇
幌
加
内
町
土
地
改
良
事
業
推
進
協

議
会

事
務
局
長　
本　
家　
　
　
徹

事
務
局
次
長
兼
土
地
改
良
第
１
係
長

髙　
橋　
一　
之

事
業
課
長　
川　
崎　
光　
夫

土
地
改
良
第
２
係
長堂　

田　
賢　
一

管
理
係
長　
野　
村　
道　
宏

会
計
係
長　
帯　
川　
さ
つ
き

〇
き
た
そ
ら
ち
農
業
協
同
組
合

　
（
幌
加
内
支
所
分
）

地
区
代
表
理
事　
田　
丸　
利　
博

地
区
理
事　
岩　
本　
靖　
幸

支

所

長　
小
野
寺　
栄　
治

金
融
共
済
課
長　
本　
田　
幸　
永

金
融
共
済
課
考
査
役

　
太　
田　
久　
志

金
融
共
済
課
主
査　
滝　
谷　
佳　
子

営
農
課
長　
前　
田　
真
作
之

営
農
課
考
査
役　
小　
野　
　
　
斉

営
農
課
主
査　
墓　
田　
準　
也

〃

　
岩　
本　
貴
誉
恵

資
材
課
長　
前　
野　
尚　
弘

農
機
自
動
車
整
備
工
場
工
場
長

宮　
田　
光　
利

幌
加
内
給
油
所
長　
前　
田　
義　
則

〇
幌
加
内
町
商
工
会

会

長　
小　
関　
和　
明

副

会

長　
伊　
藤　
秀　
明

〃

　
坂　
本　
規　
康

理

事　
山　
本　
清　
志

〃

　
阿　
部　
勝　
次

〃

　
佐　
藤　
重　
夫

〃

　
川　
嶋　
康　
義

〃

　
山　
田　
博　
文

〃

　
川　
嶋　
教　
弘

〃

　
新　
江　
美
由
紀

監

事　
新　
江　
宏　
文

〃

　
小　
関　
義　
明

事
務
局
長　
鈴　
木　
藤　
雄

経
営
指
導
員　
中　
川　
　
　
敏

補

助

員　
髙　
橋　
寿　
宜

観
光
係
長　
古　
屋　
大　
輔

〇
朱
鞠
内
湖
淡
水
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長　
中　
南　
裕　
行

組
合
長
代
理　
中　
野　
信　
之

理

事　
稲　
見　
隆　
浩

〃

　
前　
田　
真
作
之

〃

　
秋　
葉　
健　
司

代
表
監
事　
松　
本　
定　
幸

監

事　
田　
中　
義　
博

〇
幌
加
内
町
観
光
協
会

会

長　
中　
南　
裕　
行

副

会

長　
黒　
田　
綾　
子

〃

　
小　
関　
義　
明

理

事　
谷　
川　
　
　
優

〃

　
中　
野　
信　
之

〃

　
阿　
部　
勝　
次

〃

　
井　
上　
憲　
明

〃

　
山　
本　
清　
志

〃

　
京　
屋　
克　
美

監

事　
下　
道　
裕　
一

〃

　
川　
原　
　
　
誠

事
務
局
長　
鈴　
木　
藤　
雄

観
光
係
長　
古　
屋　
大　
輔

〇
森
林
愛
護
組
合
連
合
会

会

長　
細　
川　
雅　
弘

副

会

長　
宮　
下　
卓　
久

〃

　
山　
下　
俊　
明

〇
連
合
北
海
道
幌
加
内
地
区
連
合

会

長　
仲　
島　
環　
子

副

会

長　
川　
上　
　
　
貴

〇
税
経
対
策
協
議
会

会

長　
中　
西　
　
　
博

事
務
局
長　
蔵　
前　
文　
彦

事
務
局
次
長　
谷　
岡　
正　
則

〃

　
畑　
　
　
正　
志

監

事　
北　
村　
利　
樹

〃

　
南　
谷　
秀　
明

〇
農
業
者
年
金
協
議
会

会

長　
鈴　
木　
　
　
努

〇
士
別
警
察
署

幌
加
内
駐
在
所　
上　
野　
英　
樹

朱
鞠
内
駐
在
所　
福　
田　
和　
彦

〇
空
知
森
林
管
理
署
北
空
知
支
署

支

署

長　
山　
本　
　
　
茂

〇
北
海
道
大
学
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー

ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
雨
龍
研
究
林

林

長　
中　
路　
達　
郎

〇
郵
便
局

幌
加
内
郵
便
局
長　
川　
原　
　
　
誠

朱
鞠
内
郵
便
局
長　
田　
中　
義　
博

〇
北
空
知
信
用
金
庫

幌
加
内
支
店
長　
下　
道　
裕　
市

〇
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
林　
　
　
勝　
三

〃

　
福　
田　
　
　
裕

　
〇
幌
加
内
町
建
設
業
協
会

会

長　
三
津
橋　
　
　
央

副

会

長　
関　
口　
永　
悟

事
務
局
長　
神　
田　
一　
幸
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〇
役
場

▽
総
務
課

課

長　
中　
河　
滋　
登

主

幹　
椿　
　
　
英　
万

〃

　
三　
浦　
依
理
子

副
主
幹
兼
総
務
係
長

　
伊　
藤　
宗　
徳

危
機
対
策
係
長
兼
総
務
係
主
査

菊　
地　
　
　
宏

財
務
係
長　
高　
木　
敏　
光

財
務
係
主
査
兼
危
機
対
策
係　

飯　
沼　
剛　
史

財
務
係
兼
危
機
対
策
係
兼
出
納
係

　
　
遠　
藤　
音　
弥

▽
出
納
室

会
計
管
理
者
（
兼
）

　
中　
河　
滋　
登

出
納
係
長　
佐　
藤　
雪　
枝

専
門
員
（
再
任
用
）　
竹　
谷　
浩　
昌

▽
朱
鞠
内
支
所

支

所

長　
三　
上　
賢　
逸

専
門
員
（
再
任
用
）　
竹　
脇　
　
　
剛

▽
地
域
振
興
室

室

長　
新　
江　
和　
夫

企
画
振
興
係
長
兼
ふ
る
さ
と
納
税
係
長

松　
本　
隆　
史

ふ
る
さ
と
納
税
係
主
査
兼
企
画
振
興

係
主
査　
　
　
　
大　
家　
　
　
絢

企
画
振
興
係
兼
ふ
る
さ
と
納
税
係

　
　
　
　
梅　
津　
孔　
希

▽
産
業
課

課

長　
清　
原　
吉　
典

主
幹
兼
経
済
観
光
係
長
事
務
取
扱

  　
　
　
安　
藝　
　
　
修

農
政
係
長　
相　
澤　
雅　
彦

農
林
振
興
係
長
兼
経
済
観
光
係

　
　
　
　
　
西　
山　
慎　
也

農
林
振
興
係
兼
農
政
係

　
岡　
久　
貢　
太

経
済
観
光
係
兼
農
林
振
興
係　

大　
家　
　
　
優

地
籍
係
長
（
併
）　
櫻　
井　
美　
穂

地
籍
係
（
併
）　
松　
岡　
俊　
宏

産
業
課
付
（
土
地
改
良
区
派
遣
）　

野　
村　
道　
宏

▽
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）　清　

原　
吉　
典

セ
ン
タ
ー
次
長
（
会
年
職
）　

吉　
田　
　
　
均

セ
ン
タ
ー
事
務
長
（
兼
）

　
安　
藝　
　
　
修

▽
建
設
課

課
長
兼
雨
竜
ダ
ム
再
生
事
業
担
当
参
事　
　
　
　
　
　

宮　
田　
直　
樹

主
幹
兼
上
下
水
道
係
長
事
務
取
扱

（
技
術
長
）　　
　
髙　
田　
英　
樹

主
幹
兼
土
木
維
持
係
長
事
務
取
扱

山　
田　
英　
樹

主
幹
兼
建
築
住
宅
係
長
事
務
取
扱
兼

雨
竜
ダ
ム
再
生
事
業
担
当
主
幹

藤　
田　
夏　
樹

主
幹
兼
土
木
維
持
係
主
査
事
務
取
扱

　
塚　
田　
裕　
紀

建
築
住
宅
係
兼
土
木
維
持
係

　
荒　
　
　
洸　
佑

上
下
水
道
係　
塩　
地　
勇　
斗

建
築
住
宅
係
兼
上
下
水
道
係

　
長　
野　
遼
太
郎

▽
除
雪
セ
ン
タ
ー

所
長
（
兼
）　
宮　
田　
直　
樹

車
両
係
長　
佐　
藤　
和　
俊

管
理
係
長　
佐　
藤　
　
　
淳

▽
住
民
課

課

長　
山　
本　
久　
稔

課
長
補
佐
兼
住
民
係
長
事
務
取
扱

　
岩　
本　
美
佐
江

環
境
衛
生
係
長　
渡　
邉　
義　
夫

税
務
係
長　
丹　
波　
　
　
洋

住
民
係
兼
税
務
係　
川
内
谷　
晋　
吾

住
民
係
兼
税
務
係　
伊　
藤　
慎　
一

税
務
係
兼
住
民
係　
佐
々
木　
亜　
文

環
境
衛
生
係
兼
住
民
係

　
　
別　
部　
龍　
星

▽
保
健
福
祉
課

課

長　
加　
藤　
誠　
一

主

幹　
伊　
藤　
理　
加

〃

　
北　
村　
康　
栄

副
主
幹
兼
し
あ
わ
せ
福
祉
係
長

　
　
　
　
　
加　
藤　
美　
幸

す
こ
や
か
保
健
係
長宮　

内　
智　
子

介
護
保
険
係
長　
北　
村　
卓　
也

あ
ん
し
ん
介
護
係
長
兼
理
学
療
法
士

　
　
　
　
小　
本　
　
　
剛

あ
ん
し
ん
介
護
係
主
査
兼
す
こ
や
か

保
健
係　
　
　
　
寺　
林　
和　
哉

し
あ
わ
せ
福
祉
係
兼
す
こ
や
か
保
健
係　

小　
林　
大　
輝

す
こ
や
か
保
健
係　
滝　
本　
裕
理
香

▽
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）森　

﨑　
龍　
郎

事
務
長
（
兼
）　
加　
藤　
誠　
一

事
務
次
長
（
兼
）　
伊　
藤　
理　
加

〃

　
北　
村　
康　
栄

〇
教
育
委
員
会

教
育
次
長
兼
山
村
留
学
推
進
室
室
長

　
内　
山　
　
　
渉

主
幹
兼
学
校
教
育
係
長
事
務
取
扱
兼
山
村

留
学
推
進
室
参
事　
柏　
原　
　
　
潤

主
幹
兼
社
会
教
育
係
長
事
務
取
扱　

加　
藤　
洋　
恵

（
兼
）
山
村
留
学
推
進
室
参
事

新　
江　
和　
夫

学
校
教
育
係
兼
社
会
教
育
係　

猪　
谷　
祐　
介

社
会
教
育
係
兼
学
校
教
育
係

宮　
田　
晃　
佑

生
涯
学
習
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

池　
原　
英　
二

高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

橋　
本　
暁　
人

▽
幌
加
内
高
等
学
校

事

務

長　
山　
本　
め
ぐ
み

〇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
業
務
係
長
事
務
取
扱

　
石　
黒　
政　
士

栄
養
士
（
栄
養
教
諭
）

工　
藤　
郁　
佳

〇
幌
加
内
診
療
所

所

長　
森　
﨑　
龍　
郎

事
務
長
（
兼
）　
加　
藤　
誠　
一

事
務
次
長
兼
庶
務
係
長
事
務
取
扱

　
堀　
川　
剛　
史

医
事
係
長　
金　
森　
愛　
華

看

護

師　
坂　
本　
裕　
貴

准
看
護
師　
畠　
山　
　
　
泉

理
学
療
法
士
（
兼
）

　
小　
本　
　
　
剛

〇
朱
鞠
内
診
療
所

所

長　
大　
山　
和　
彦

〇
町
立
歯
科
診
療
所

歯
科
医
師　
堀　
　
　
直　
央
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幌高生フォトコンテスト2022　受賞者
　幌加内高校の生徒を対象に幌加内町の魅
力を知ってほしいということで全町を撮影範
囲とした「幌高生フォトコンテスト2022」を
実施しました。
　ジェイ・アール北海道バス深名線を利用す
るなど町内の色々な場所に行き新たな魅力を
発見、写真におさめていただきました。入賞
作品は、町ホームページに掲載されています。

Chec
k！

今年も学校給食米を寄贈していただきありがとうございます。
　１１月１０日（木）、町うるち米生産組合（組合長：畠山尚久）より「地元産
ゆめぴりか」、町もち米生産組合（組合長：古林茂）より「ハクチョウモチ」を
各 30kg ずつ町教育委員会に寄贈していただきました。
　児童・生徒に美味しい地元のお米を食べてもらう「食育」や地元生産者の
理解を深めてもらうことを目的としています。
　寄贈していただきましたお米は学校給食で児童・生徒らにおいしく振舞わ
れます。

Chec
k！

企業版ふるさと納税
　今年６月から企業版ふるさと納税 ( 地方創生応援税制 ) の受付を開始し
ていましたが、このほど UNIVA Marketing Limited 日本支店（支店所在
地：東京都）様より寄附を受領しました。
　企業版ふるさと納税を受領するのは、今回が初となります。
　お寄せいただきましたご寄附は、「新しいひとの流れをつくる」事業に
活用させていただきます。
　11 月 17 日、日本支店代表者 村上秀都様に細川町長から感謝状を贈呈いたしました。

Chec
k！

第68回北空知剣道大会　剣士50人・13団体が競う
　11 月６日（日）幌加内高校体育館を会場に第 68 回北空知剣道大会（北空知剣道連盟連合会主催）が
開催されました。幌加内町を含む北空知管内より小学生から一般までの剣士 50 人が個人戦と団体戦で熱
戦を繰り広げました。
　大会は新型コロナウイルス感染症対策として、マスクに加え、プラスチック製のシールドで口元を覆っ
た面をかぶり試合に挑みました。会場には選手の力強い掛け声とともに相手との間合いを図りながら打ち
込んだ技が決まると保護者や仲間からの拍手が送られました。
　結果は次のとおり（幌加内関係分のみ）。

個人戦 初心者の部 第三位：古屋燈士 敢闘賞：菅原碧斗、菅原凱斗、田中大雅
小学生低学年の部 第三位：稲見彰泰

団体戦

小学生低学年の部 準優勝：深川幌加内混成（稲見彰泰）
小学生高学年の部 第三位：深川幌加内混成（野村　昊）

一般の部
優　勝：北空知 B（笠井陽太）
準優勝：北空知A（藤井　祐、有働裕妃）
第三位：北空知C（上野英樹）

Chec
k！

最 優 秀 賞「愛哀愁」 ２年 佐藤　柊介
町 長 賞「白銀の丘」 ３年 石坂　優奈
観光協会会長賞「橋」 ２年 香取　桂汰
教 育 長 賞「閃光」 １年 矢萩　　陸
校 長 賞「霞染月」 ３年 清藤　　魁
ＪＨＢ特別賞「金の絨毯」 ３年 髙松　光輝

入 選 ４ 点

「とある田舎の夕暮れ時」 ２年 中村　紅葉
「秋空に羽ばたくカラス」 １年 石神　奏叶
「ルート２７５ガソリンスタンド」３年 長谷川翔大
「朱鞠内湖に溺れる」 ３年 中村　星花
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インフォメーションインフォメーション informationinformation

　令和5年4月から、双葉保育園若しくはみゆき保育
所に入所を希望する園児を募集致します。
　新規で入所を希望される場合は保健福祉総合セン
ター「アルク」しあわせ福祉係までご連絡ください。後
日、入所申込に必要な書類一式を郵送いたしますので、
必要事項を記入のうえ、期日までに提出してください。
　また、現在双葉保育園若しくはみゆき保育所に入
所されている園児が、継続して入所する場合には
1月中旬頃、対象者に対して必要書類を郵送いたし
ますので、忘れずに提出してください。
　なお、保育の要件に該当しないと判断される場合は、
入所が認められないことがありますのでご了承ください。

■申込期限
　令和5年２月17日（金)　まで

■申込場所
　現在入所中で継続する場合
　　・・・双葉保育園若しくはみゆき保育所
　新たに入所を希望する場合
　　・・・保健福祉課しあわせ福祉係

【お問い合わせ先】
　保健福祉総合センター「アルク」　
　保健福祉課しあわせ福祉係　☎35-3090

双葉保育園、みゆき保育所の入所募集について双葉保育園、みゆき保育所の入所募集について

2023年1月 イベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1【短縮営業】 2【短縮営業】 3【短縮営業】 4 5 6 7
【入浴】18:00 まで
【そばの里】昼のみ

夜の部休業

【入浴】18:00 まで
【そばの里】昼のみ

夜の部休業

【入浴】18:00 まで
【そばの里】昼のみ

夜の部休業 休館日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

 ファミリー Day
（スタンプ２倍）

 誰でも Day
（スタンプ２倍）

 レディース Day
（スタンプ２倍）

8 9 成人の日 10 11 12 13 14
十割そばフェア 十割そばフェア 【そばの里】臨時休業

休館日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

 ファミリー Day
（スタンプ２倍）

 ルオント Day
（スタンプ５倍）

 誰でも Day
（スタンプ２倍）

 レディース Day
（スタンプ２倍）

15 16 17 18 19 20 21
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア

休館日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

 ファミリー Day
（スタンプ２倍）

 誰でも Day
（スタンプ２倍）

 レディース Day
（スタンプ２倍）

22 23 24 25 26 27 28
十割そばフェア 平日ランチフェア 【そばの里】臨時休業

休館日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

 ファミリー Day
（スタンプ２倍）

 ルオント Day
（スタンプ５倍）

 誰でも Day
（スタンプ２倍）

 レディース Day
（スタンプ２倍）

29 30 31
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア
 ファミリー Day

（スタンプ２倍）
 ルオント Day

（スタンプ５倍）

道の駅ほろかない
公式HP
ぜひご覧ください！

スタンプDAY内容:
◎ファミリーDAY：家族全員　◎レディースDAY：女性全員 ◎誰でもDAY/ルオントDAY：入浴者全員
※他のスタンプDAYおよび割引、サービスとの併用不可　※スタンプの押印は有料入館者に限る　
◎入浴料金：大人￥500、小学生￥250、未就学児無料　　館内禁煙　　Wi-Fi・足湯（無料）
※イベント、お知らせ、記載内容については予告なく変更する場合がございます。予めご了承願います。

【ルオントからのお知らせ】
-------------------------------------------

◆冬季　営業時間の変更◆
～ 2023/3/31 まで

〇温泉入浴
　　10：30～21：00
※開館が 30 分遅くなります。
〇蕎麦ダイニング「そばの里」
　　17：00～20：00
　（19：30 L.O）
※閉店が 30 分早くなります。
-------------------------------------------

◆年始　営業時間の変更◆
　　2023/1/1 ～ 1/3
〇温泉入浴
　　10：30 ～ 18：00
※開館が 30 分遅くなります。
〇蕎麦ダイニング「そばの里」
　　11：30 ～ 14：00
※夜の部は休業
-------------------------------------------

平日ランチフェア
1 日 20 食限定・昼の部のみ

11：30 ～ 14：00

メニューは HP にて
発表します
￥1,100

-------------------------------------------
【お問合せ】
せいわ温泉ルオント
電話：0165-37-2070
10：30-21:00　水曜定休

●自衛官候補生
　資　　格：日本国籍を有し、採用予定月の１日現在18歳以上33歳未満の男女
　受付期間：①２月６日（月）②２月27日（月）
　試験期日：①２月12日（日）または13日（月）、②３月５日（日）または６日（月）
　試験会場：陸上自衛隊旭川駐屯地（旭川市春光町）
※コロナの状況により、変更や延期となる場合があります。

【お問い合わせ】
　自衛隊旭川地方協力本部　南地区隊　☎0166-55-0100

令和４年度自衛官候補生募集令和４年度自衛官候補生募集
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インフォメーションインフォメーション informationinformation

２. 支給額

児童1人当たり 一律 ５万円

令和４年度子育て世帯生活支援
特別給付金のご案内

子育て世帯の支援のため､ 給付金の支給給付金の支給 を実施しています!

１. 支給対象者

①②の両方に当てはまる方 (※ひとり親世帯分の給付金を受け取った方を除く)

令和４年３月３１日時点で
18歳未満の児童(障害児の場合､ 20歳未満 )
を養育する父母等
(※令和５年２月末までに生まれた新生児等も対象になります。)

①

■令和４年度 住民税（均等割）が非課税 の方
　　　　　　　        または
■令和４年１月１日以降の収入が急変し、
　住民税非課税相当 の収入となった方

②

■支給にあたっては､ 申請が不要な場合と必要な場合があります。
　必ず支給手続きをご確認ください。
　＊お問い合わせは、下記までお電話ください。

■幌加内町保健福祉総合センター「アルク」
　保健福祉課しあわせ福祉係　☎0165-35-3090

10広報ほろかない｜　2023.1月



インフォメーションインフォメーション informationinformation

３.給付金の支給手続き

Ⅰ. 令和４年４月分の児童手当または特別児童扶養手当の受給者で住民税非課税の方

▶ 給付金は､ 申請不要 で受け取れます。
▶ 市区町村ごとに可能な限り速やかに､ 令和４年４月分の児童手当
　 または特別児童扶養手当を支給している口座に振り込みます。

【ご注意ください】
※ 給付金の支給を希望しない場合は、受給拒否届出書を市区町村にご提出くだ

さい。
※ 児童手当または特別児童扶養手当の支給に当たって指定していた口座を解約

しているなど、給付金の支給に支障が出る恐れがある場合は、振込指定口座
を変更するなどの手続きをしてください。

Ⅱ. 上記以外の方（例.高校生のみ養育している方、収入が急変した方）

▶ 給付金を受け取るには､ 申請が必要です。
▶ 申請書に振込先口座などを記入して､ 必要書類とともにお住まいの市区町村の

窓口に直接､ または郵送でご提出ください。
▶ 給付金の支給要件に該当する方に対して､ 申請内容を確認して指定口座に振り

込みます。

「子育て世帯生活支援特別給付金｣ の
“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください。

　ご自宅や職場などに都道府県・市区町村や厚生労働省（の職員）などをかたった不審な電
話や郵便があった場合は、お住まいの市区町村や最寄りの警察署、または警察相談専用電話
(#9110)にご連絡ください。

給付金
対象の方

お住まいの
市区町村お住まいの市区町村の窓口に直接

または郵送でご提出ください。

①給付金の申請手続き

②指定口座へ振込み
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〇「
主
要
農
産
物
の
生
育
状
況
」
に

つ
い
て

　
「
も
ち
米
」
は
、
融
雪
期
が
４
月

18
日
と
平
年
よ
り
３
日
早
く
、
耕
起

最
盛
期
は
５
日
ほ
ど
早
く
農
作
業
は

順
調
に
進
ん
だ
。
は
種
後
も
好
天
が

続
き
出
芽
ム
ラ
も
な
く
、
移
植
作
業

は
平
年
比
で
２
日
早
ま
り
、
６
月
上

旬
の
低
温
に
よ
り
生
育
は
や
や
遅
れ

は
し
た
が
、
７
月
か
ら
の
高
温
に
よ

り
出
穂
期
は
平
年
比
で
４
日
早
ま

り
、
８
月
に
入
っ
て
も
、
気
温
は
平

年
並
み
で
推
移
し
た
こ
と
か
ら
登
熟

は
順
調
に
進
ん
だ
。
収
量
に
つ
い
て

は
、
平
年
よ
り
穂
数
は
少
な
い
が
、

総
籾
数
が
や
や
多
く
平
年
並
み
と
見

込
ん
で
い
る
。「
そ
ば
」
は
、
５
月

以
降
気
温
は
高
め
に
推
移
し
た
こ
と

で
農
作
業
は
順
調
に
進
み
、
６
月
中

旬
か
ら
下
旬
ま
で
気
温
が
高
め
で
、

降
雨
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
出
芽
は
概

ね
順
調
で
あ
っ
た
。
６
月
29
日
に
か

け
て
の
大
雨
に
よ
り
一
部
の
ほ
場
で

浸
水
が
確
認
さ
れ
、
初
期
生
育
が
停

滞
し
た
が
、
７
月
以
降
は
や
や
高
い

平
均
気
温
が
続
い
た
こ
と
で
、
成
熟

は
平
年
に
比
べ
７
日
程
早
く
進
ん
で

い
る
。

　
ま
た
、
８
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か

け
て
、
断
続
的
に
降
雨
が
あ
り
、
幌

加
内
地
区
で
１
６
８
㎜
、
平
年
比
１

５
５
％
、朱
鞠
内
地
区
で
２
１
９
㎜
、

平
年
比
１
７
９
％
の
降
水
量
を
記
録

し
、
倒
伏
・
な
び
き
が
増
え
た
状
況

で
あ
る
。
ま
た
、
台
風
11
号
に
係
る

影
響
で
は
、
９
月
６
日
、
21
時
に
日

本
海
北
部
で
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
っ

た
が
、
最
大
瞬
間
風
速
が
朱
鞠
内
地

区
で
、
20
時
29
分
に
17
・
４
ｍ
、
幌

加
内
地
区
で
は
翌
７
日
、
2
時
41
分

に
22
・
９
ｍ
と
な
り
、
収
穫
期
を
迎

え
警
戒
を
強
め
て
い
た
が
、
調
査
の

結
果
、
こ
の
暴
風
に
よ
る
大
き
な
被

害
は
な
い
と
の
報
告
を
受
け
、
安
堵

を
し
て
い
る
。

〇
「
テ
レ
ビ
の
電
波
障
害
」
に
つ
い

て
　
今
年
の
６
月
上
旬
頃
か
ら
、
上
幌

加
内
以
南
に
お
け
る
一
部
区
域
に
お

い
て
テ
レ
ビ
の
映
り
が
悪
い
・
チ
ャ

ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
は
全
く
映
ら
な
い

等
、
町
民
か
ら
多
数
の
指
摘
が
あ
っ

た
。
既
に
町
民
に
対
し
Ｉ
Ｐ
端
末
放

送
で
お
知
ら
せ
を
し
て
い
る
が
、
原

因
と
し
て
、
江
丹
別
峠
頂
上
付
近
に

設
置
し
て
い
る
テ
レ
ビ
中
継
所
周
辺

の
樹
木
が
電
波
の
送
信
を
遮
り
、
電

波
障
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と

が
要
因
と
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
障
害
が
発
生
し
て
い
る
世

帯
は
お
よ
そ
１
０
０
件
を
超
え
て
い

る
と
見
込
ま
れ
、
樹
木
の
成
長
に
よ

り
今
後
更
に
拡
大
す
る
こ
と
も
見
据

え
、早
急
な
対
策
が
必
要
と
判
断
し
、

テ
レ
ビ
電
波
送
信
所
周
辺
の
樹
木
伐

編集：議会広報特別委員会
No.216

　
９
月
15
日
に
開
催
さ
れ
、議
案
８
件
、請
願
４
件
、同
意
１
件
、承

認
１
件
、報
告
２
件
、意
見
書
５
件
、動
議
案
１
件
、発
議
１
件
が
提

出
さ
れ
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

令
和
４
年　
第
３
回
定
例
会（
９
月
15
日
）

町
長
の
行
政
報
告
及
び
教
育
長
の

行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●議会事務局からのお願い●
　議長宛の文書や案内状は、議長公務の日程を調整する必要がありますので、　議長宛の文書や案内状は、議長公務の日程を調整する必要がありますので、
直接議会事務局へ送付願います。直接議会事務局へ送付願います。

（送付先）　　〒 074-0492　北海道雨竜郡幌加内町字幌加内 4699 番地（送付先）　　〒 074-0492　北海道雨竜郡幌加内町字幌加内 4699 番地
幌加内町議会事務局宛幌加内町議会事務局宛
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採
を
行
う
こ
と
と
し
、
伐
採
に
向
け

た
用
地
測
量
、
補
償
立
木
の
調
査
等

は
既
に
着
手
済
み
で
あ
り
、
本
定
例

会
に
お
い
て
所
要
経
費
の
専
決
処
分

報
告
を
す
る
。

　
ま
た
現
在
、
伐
採
に
か
か
る
地
権

者
と
伐
採
許
可
の
手
続
き
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
許
可
後
た
だ
ち

に
伐
採
工
事
に
着
手
す
る
が
、
完
了

は
10
月
中
旬
頃
の
見
込
み
で
あ
る
。

専
決
補
正
に
加
え
、
林
野
庁
に
対
す

る
立
木
補
償
費
と
、
伐
採
工
事
費
に

つ
い
て
は
、
本
定
例
会
に
お
い
て
、

補
正
予
算
を
提
案
す
る
。

〇
「
雨
竜
川
治
水
計
画
」
に
つ
い
て

　
国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
石
狩
川

水
系
雨
竜
川
河
川
整
備
計
画
の
変
更

に
よ
り
「
ダ
ム
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
が

平
成
29
年
に
策
定
さ
れ
、
平
成
30
年

度
に
調
査
事
業
が
着
手
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
の
実
施
計
画
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
本
年
８
月
に
整
備
計

画
の
変
更
と
、
建
設
移
行
に
向
け
た

新
規
事
業
採
択
時
評
価
が
実
施
さ

れ
、
着
工
に
向
け
て
前
進
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
８
月
末
に
行
な
わ
れ
た

令
和
５
年
度
の
北
海
道
開
発
予
算
の

概
算
要
求
に
お
い
て
、
工
事
用
道
路

工
事
な
ど
を
含
む
92
億
円
が
概
算
要

求
さ
れ
、
事
業
が
加
速
す
る
内
容
で

あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　
先
般
８
日
に
は
、
古
川
康
国
土
交

通
大
臣
政
務
官
が
東
代
議
士
、
石
塚

北
海
道
開
発
局
長
ほ
か
幹
部
職
員
の

説
明
の
も
と
、
雨
竜
第
２
ダ
ム
の
視

察
に
見
え
ら
れ
、
私
と
小
川
議
長
が

地
元
代
表
と
し
て
事
業
の
早
期
完
成

を
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
事
業

進
捗
に
大
き
な
手
応
え
を
感
じ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
流
域
治
水
の
観
点
か
ら
北

海
道
に
お
い
て
も
「
広
域
河
川
改
修

雨
竜
川
地
区
」
と
し
て
ダ
ム
直
下

37
・
８
ｋ
ｍ
の
治
水
対
策
と
し
て
大

き
な
事
業
が
今
後
進
め
ら
れ
る
予
定

で
あ
る
。
治
水
対
策
は
下
流
か
ら
優

先
的
に
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

今
回
の
事
業
は
最
上
流
に
位
置
す
る

本
町
に
と
っ
て
、
大
き
な
成
果
が
表

れ
る
も
の
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
、事
業
内
容
等
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
議
員
各
位
、
並
び
に

地
域
住
民
に
対
し
て
、
国
・
北
海
道

を
交
え
説
明
す
る
機
会
を
設
け
た
い

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〇
「
幌
加
内
高
等
学
校
生
徒
の
全
国

大
会
出
場
」
に
つ
い
て

　
８
月
27
日
に
東
京
都
千
代
田
区
の

麺
業
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

「
第
12
回
全
国
高
校
生
そ
ば
打
ち
選

手
権
大
会
」
に
つ
い
て
、
第
10
回
、

第
11
回
大
会
が
２
年
連
続
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

に
よ
り
中
止
と
な
っ
て
い
た
が
、
今

年
度
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
本
校

か
ら
は
団
体
戦
に
出
場
を
し
た
。

　
今
大
会
で
は
個
人
戦
の
開
催
が
見

送
ら
れ
、
団
体
戦
の
み
の
実
施
と
な

り
第
９
回
大
会
で
は
33
校
の
出
場
で

あ
っ
た
が
、
今
大
会
は
17
校
が
出
場

と
な
っ
た
。
今
大
会
に
向
け
て
、
教

員
及
び
講
師
の
方
々
の
熱
心
な
指
導

の
下
、
夏
休
み
中
の
強
化
合
宿
や
放

課
後
の
猛
特
訓
と
、
全
学
年
か
ら
選

抜
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
が
一
丸
と
な
っ

て
団
体
戦
４
連
覇
を
目
指
し
、連
日
、

練
習
を
重
ね
、
本
番
に
向
け
調
整
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
番
で
は

日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
、全
員
が
力
を
出
し
き
っ
た
結
果
、

団
体
戦
で
第
９
回
大
会
に
引
き
続
き

見
事
優
勝
し
４
連
覇
を
達
成
。
文
部

科
学
大
臣
賞
を
同
時
に
受
賞
し
、
通

算
７
度
目
と
な
る
優
勝
旗
を
持
ち
帰

る
こ
と
が
出
来
た
。
今
後
に
お
い
て

も
各
行
事
等
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。

　
次
に
、
８
月
９
日
に
岩
見
沢
農
業

高
校
で
行
わ
れ
た
「
日
本
学
校
農
業

ク
ラ
ブ
北
海
道
連
盟
全
道
技
術
競
技

大
会
」に
お
い
て
、「
農
業
鑑
定
競
技
」

で
３
年
生
の
長
谷
川
翔
大
さ
ん
、
２

年
生
の
板
谷
瑚
雪
さ
ん
の
２
名
が
、

そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
長
谷

川
さ
ん
が
10
月
26
日
か
ら
福
井
県
で

開
催
さ
れ
る
「
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
全
国
大
会　
農
業
鑑
定
競
技
」
に

出
場
す
る
権
利
を
獲
得
し
た
。今
後
、

全
国
大
会
出
場
に
向
け
て
、
本
校
生

徒
の
更
な
る
活
躍
に
期
待
を
す
る
と

と
も
に
、
校
長
先
生
を
初
め
、
諸
先

生
方
、
指
導
者
の
方
々
に
深
く
感
謝

と
敬
意
を
表
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
全
国
大
会
参
加
に
関

係
す
る
予
算
に
つ
い
て
は
、
本
議
会

定
例
会
に
お
け
る
補
正
予
算
に
て
予

算
計
上
し
て
い
る
。

雨竜第二ダム

議会の様子をホームページで
見ることができます！

　議員の活動や広報など掲載しています。
　議会ページは町ホームページから見ることができます。
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○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
北
村　
慶
子　
氏

　
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
任
命
す

る
案
に
同
意
し
た
。

　
任
期
→
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
８
年
９
月
30
日
ま
で

○
令
和
４
年
度
幌
加
内
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
町
内
一
部
地
域
に
お
け
る
テ
レ
ビ

電
波
障
害
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
、

テ
レ
ビ
送
信
局
周
辺
の
樹
木
伐
採
を

行
う
関
連
経
費
と
し
て
88
万
円
を
補

正
。

○
令
和
３
年
度
幌
加
内
町
一
般
会
計

継
続
費
清
算
報
告

　
幌
加
内
町
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
建
設
事
業
が
令
和
元
年
度
か
ら
３

年
度
ま
で
の
３
年
間
で
終
了
し
、
総

額
６
億
６
３
１
６
万
８
０
０
０
円
と

し
た
。

○
令
和
３
年
度
幌
加
内
町
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

◎
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し

て
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
男
性
職
員
に
よ
る
育
児
促
進
（
育

児
休
業
の
取
得
回
数
制
限
の
緩
和
等

で
主
に
男
性
が
メ
イ
ン
）、
女
性
の

活
躍
を
進
め
る
こ
と
を
段
階
的
に
改

め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
条
例
の
一
部

改
正
。

○
幌
加
内
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
旅
費
の
暖
房
料
５
０
０
円
に
つ
い

て
、
他
市
町
村
の
動
向
及
び
国
に
暖

房
料
が
な
い
こ
と
か
ら
旅
費
中
、
暖

房
料
を
除
い
た
こ
と
に
よ
る
条
例
の

一
部
改
正
。

○
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締

結◎
下
幌
加
内
線
道
路
改
良
工
事
の
変

更
契
約

・
変
更
内
容

　

工
事
材
料
の
物
価
上
昇
に
伴

い
、
単
品
ス
ラ
イ
ド
条
項
の
規
定

に
よ
り
、
増
額
変
更
を
行
う

・
契
約
の
金
額

　
　
変
更
前

　
　
　
７
４
３
６
万
円

　
　
変
更
後

　
　
　
７
４
７
２
万
3
０
０
０
円

　
　
増
額

　
　
　
36
万
３
０
０
０
円

・
契
約
の
相
手
方

　
　
新
共
開
発
株
式
会
社

○
令
和
４
年
度
幌
加
内
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

◎
森
林
整
備
事
業
委
託
料
、
テ
レ
ビ

中
継
局
送
信
局
舎
周
辺
支
障
木
伐
採

工
事
、
個
別
業
務
シ
ス
テ
ム
改
良
業

務
委
託
料
、
物
産
品
宣
伝
費
、
高
校

宿
舎
食
堂
エ
ア
コ
ン
購
入
費
、
多
目

的
広
場
整
備
工
事
、
不
良
空
き
建
築

物
等
撤
去
推
進
事
業
補
助
金
、
林

業
・
木
材
産
業
構
造
改
革
事
業
補
助

金
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
補

助
金
、幌
加
内
町
観
光
協
会
補
助
金
、

町
道
除
雪
業
務
委
託
料
、
橋
梁
補
修

設
計
業
務
委
託
料
、
産
業
廃
棄
物
処

理
業
務
委
託
料
、
町
有
住
宅
建
設
工

事
、
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
参

加
補
助
金
等
の
増
額
に
よ
り
、
１
億

１
８
７
９
万
２
０
０
０
円
を
追
加

し
、
総
額
43
億
８
６
１
万
５
０
０
０

円
と
し
た
。

○
令
和
４
年
度
幌
加
内
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

◎
連
合
会
負
担
金
の
増
額
に
よ
り
16

万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
１

億
７
２
６
３
万
８
０
０
０
円
と
し

た
。

○
令
和
４
年
度
幌
加
内
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

◎
幌
加
内
簡
易
水
道
区
域
拡
張
水
道

管
新
設
工
事
の
増
額
に
よ
り
、
４
１

４
万
７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額

９
８
５
０
万
８
０
０
０
円
と
し
た
。

○
令
和
４
年
度
幌
加
内
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◎
修
繕
料
及
び
特
別
修
繕
料
の
増
額

に
よ
り
１
７
６
万
６
０
０
０
円
を
追

加
し
、
総
額
９
８
１
５
万
４
０
０
０

円
と
し
た
。

○
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資
本

整
備
等
に
関
す
る
意
見
書
案

○
国
の
責
任
で
教
職
員
未
配
置
・
未

補
充
問
題
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

案○
国
の
教
育
予
算
を
増
や
し
て
高
校

授
業
料
無
償
化
、
給
付
奨
学
金
制
度

の
確
立
を
求
め
る
意
見
書
案

○
特
別
支
援
学
校
の
過
大
過
密
解
消

及
び
特
別
支
援
学
級
の
学
級
編
制
標

準
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
案

○
す
べ
て
の
高
校
で
35
人
以
下
学
級

の
実
現
と
新
た
な
高
校
教
育
に
関
す

る
指
針
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

案
　
協
議
の
結
果
、
承
認
し
た
。

○
議
員
派
遣
の
承
認
に
つ
い
て

◎
３
町
議
会
議
員
研
修
会

◎
上
川
管
内
町
村
議
会
議
員
研
修
会

任
　

命

任
　

命

専

決

処

分

専

決

処

分

報
　

告

報
　

告

決

算

認

定

決

算

認

定

条

例

改

正

条

例

改

正

発
　

議

発
　

議

補

正

予

算

補

正

予

算

意

見

書

意

見

書

工
事
の
変
更

工
事
の
変
更
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Ａ

Ａ

近
年
、
道
内
、
道
外
各
市
町

村
職
員
の
副
業
が
解
禁
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
幌
加
内
町
で
は
過
去
に

消
防
団
員
の
副
業
は
認
め
ら
れ
て
い

る
経
緯
が
あ
っ
た
が
地
域
貢
献
が
前

提
の
副
業
解
禁
と
理
解
し
て
い
る
。

　
当
地
域
で
考
え
ら
れ
る
副
業
と
し

て
は
、
主
幹
産
業
で
あ
る
農
業
が
考

え
ら
れ
、
豪
雪
地
帯
で
も
あ
る
当
町

で
は
除
雪
業
務
も
考
え
ら
れ
る
。
さ

ら
に
は
観
光
業
で
の
副
業
も
あ
る
。

ど
の
業
種
、
自
営
業
者
も
同
じ
で
あ

る
が
人
口
減
少
、
高
齢
化
に
よ
る
労

働
力
不
足
が
深
刻
で
あ
り
、
人
手
確

保
が
年
々
難
し
く
な
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
も
し
、
こ
れ
ら
の
副
業
が

解
禁
さ
れ
た
と
し
た
ら
地
域
産
業
の

労
働
力
確
保
の一助
と
な
る
可
能
性

も
あ
る
の
か
と
思
う
。

　
し
か
し
、
職
員
の
方
々
に
副
業
を

強
制
さ
せ
る
よ
う
な
事
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
が
、
地
域
経
済
の
実
情
に

合
わ
せ
た
行
政
の
あ
り
方
を
考
え
る

良
い
機
会
か
と
思
わ
れ
る
が
、
職
員

の
副
業
に
つ
い
て
ど
の
様
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答
弁	

	
	

　
町
長

市
町
村
職
員
の
副
業
に
つ
い

て
は
、
正
規
職
員
、
再
任
用

職
員
に
も
解
禁
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
農
業
を
は
じ
め
労
働
力
不
足
に
悩

む
自
営
業
者
さ
ん
の
一
助
と
な
り
、

ひ
い
て
は
、
地
域
貢
献
に
結
び
つ
き

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ

と
、
ま
た
賃
金
上
昇
が
大
き
く
見
込

ま
れ
な
い
中
、
副
業
に
よ
り
収
入
を

得
る
こ
と
の
仕
組
み
が
確
立
さ
れ
れ

ば
、
お
互
い
に
利
益
を
得
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
現
在
も
、

職
員
の
営
利
企
業
等
の
従
事
の
許
可

に
関
す
る
要
綱
が
あ
る
。
地
方
公
務

員
法
第
38
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
職

員
が
営
利
企
業
等
に
従
事
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
許
可
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　
本
町
の
実
例
で
は
高
校
生
に
対
し

「
そ
ば
打
ち
講
師
」
や
公
共
性
の
高

い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
役
員
、
あ
る
い

は
農
地
を
相
続
し
た
場
合
の
農
業
従

事
な
ど
に
対
し
職
務
義
務
免
除
の
許

可
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
治
区

担
当
職
員
は
制
度
開
始
か
ら
今
ま
で

の
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
冠
婚
葬
祭
の
お
手
伝
い
の
場
合

は
、
最
近
に
至
っ
て
は
休
暇
を
要
し

な
い
な
ど
の
運
用
を
し
て
い
る
。
し

か
し
、
許
可
の
基
準
に
つ
い
て
は
大

ま
か
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
先
行

し
て
い
る
自
治
体
の
よ
う
に
、
副
業

す
る
時
間
、
報
酬
額
、
活
動
先
な

ど
、
き
め
細
か
な
定
め
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。
今
後
、
人

口
減
少
は
避
け
ら
れ
な
く
、
消
防
団

員
の
よ
う
に
役
場
職
員
も
地
域
貢
献

を
メ
イ
ン
に
労
働
力
不
足
を
補
う
時

代
が
遠
か
ら
ず
訪
れ
る
も
の
と
思
慮

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
細
か
な
基
準
に
つ
い
て
は
、

町
内
の
各
関
係
機
関
、
団
体
と
十
分

に
議
論
し
た
う
え
で
取
り
決
め
を
行

わ
な
い
と
、
せ
っ
か
く
の
副
業
業
務

の
継
続
性
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
事

に
な
ら
な
い
よ
う
、
マ
ッ
チ
ン
グ
機

能
は
慎
重
に
構
築
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
社

会
貢
献
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
を
含
め
、
雪
多
い
幌
加
内
町

の
除
雪
問
題
に
も
つ
な
が
る
こ
と
も

考
え
、
現
時
点
で
、
時
期
は
明
確
に

お
応
え
で
き
な
い
が
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。

近
年
、
温
暖
化
に
よ
り
夏
場

は
と
て
も
暑
く
、
真
夏
日
を

超
え
る
日
が
多
く
あ
る
。

　
本
年
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
が
、

前
年
は
考
え
ら
れ
な
い
猛
暑
日
が
続

い
た
事
が
記
憶
に
新
し
い
。
そ
れ
に

伴
い
、
学
校
施
設
の
教
室
等
に
お
い

て
昼
以
降
は
30
℃
を
大
き
く
超
え
る

状
況
に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
他
の
町
村
か
ら
み
る
と
少
な
い
生

徒
数
か
も
し
れ
な
い
が
、
子
供
た
ち

の
学
習
意
欲
の
向
上
や
健
康
の
事
を

考
え
る
と
教
室
等
に
エ
ア
コ
ン
の
設

置
も
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁	

	
	

教
育
長

こ
こ
最
近
は
地
球
温
暖
化
等

の
影
響
な
の
か
、
夏
季
の
気

温
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
真
夏
日
を

超
え
る
日
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
気
象
庁
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
幌

Ｑ
職
員
の
副
業
に
つ
い

て町
内
の
各
関
係
機

関
、
団
体
と
十
分

に
議
論
し
な
が
ら
、

マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
を

構
築
し
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く

ＱＡ

蔵前議員

教
育
施
設
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
つ
い
て

費
用
面
の
検
討
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
近
隣

市
町
村
の
整
備
状
況

や
対
策
を
参
考
に
取

組
ん
で
い
く

ＱＡＱ

一
般
質
問
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加
内
で
真
夏
日
と
な
っ
た
日
数
は
今

年
が
８
日
、
昨
年
度
は
31
日
あ
っ

た
。
そ
の
う
ち
週
休
日
及
び
夏
休
み

期
間
中
が
今
年
で
２
日
、
昨
年
度
は

21
日
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
も
含

む
過
去
５
年
間
の
平
均
で
は
真
夏
日

と
な
っ
た
日
数
が
12
・
６
日
、
そ
の

う
ち
週
休
日
及
び
夏
休
み
期
間
中
が

８
・
２
日
と
な
っ
て
お
り
、
実
質
的

に
真
夏
日
に
児
童
生
徒
が
学
校
で
の

生
活
を
送
っ
て
い
る
日
数
は
４
・
４

日
、
一
週
間
程
度
と
認
識
し
て
い

る
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
学
校
施

設
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
防
止
と
暑
さ
対
策
の
両
方
へ
の

対
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
そ
の
対
策
と
し
て
感
染
症
対
策

補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
各
学
校

の
普
通
教
室
に
「
大
型
扇
風
機
」
を

配
置
し
使
用
し
て
い
る
現
状
で
あ

る
。
ま
た
、
昨
年
の
異
常
気
象
に
よ

る
暑
さ
に
対
す
る
要
望
が
あ
っ
た
、

学
校
施
設
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
は
各
学
校
の
保
健

室
に
お
い
て
換
気
機
能
が
つ
い
た
エ

ア
コ
ン
の
設
置
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
更
に
、
高
校
寄
宿
舎
の
食
堂
に
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
防
止
と
寮

で
の
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
、
同
じ
く
換
気
機
能
付
き
の
エ
ア

コ
ン
を
設
置
す
べ
く
本
定
例
会
に
補

正
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。
し
か

し
、
町
内
全
校
全
て
の
教
室
に
エ
ア

コ
ン
設
置
を
行
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

今
年
度
の
保
健
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
の
際
に
も
発
生
し
た
が
、
電
気
使

用
量
の
増
加
に
伴
う
大
幅
な
電
気
設

備
工
事
、
半
導
体
不
足
に
伴
う
エ
ア

コ
ン
本
体
の
確
保
困
難
及
び
価
格
の

高
騰
な
ど
、
今
年
度
は
感
染
症
対
策

で
国
か
ら
の
補
助
事
業
が
活
用
出
来

た
が
、
厳
し
い
本
町
の
財
政
運
営
の

中
で
、
こ
の
先
補
助
等
財
源
が
確
保

で
き
る
か
な
ど
の
費
用
面
か
ら
も
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
近
隣
市
町
村
の
整
備
状
況
や
対
策

を
参
考
に
し
つ
つ
、
児
童
生
徒
の
健

康
の
確
保
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

国
は
２
０
２
１
年
５
月
に
成

立
さ
せ
た
デ
ジ
タ
ル
関
連
法

で
、
国
や
自
治
体
が
も
つ
膨
大
な
個

人
情
報
の
「
デ
ー
タ
利
活
用
」
を
成

長
戦
略
に
位
置
付
け
、
外
部
提
供
す

る
こ
と
を
「
デ
ジ
タ
ル
改
革
」
の
名

の
元
で
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
関
連
法
の
中
の
重
要
な
柱
の
一
つ

が
国
の
個
人
情
報
保
護
法
の
改
定
で

あ
る
。
自
治
体
の
個
人
情
報
保
護
条

例
そ
れ
ぞ
れ
設
け
て
き
た
個
人
情
報

保
護
の
規
定
が
「
デ
ー
タ
流
通
の
支

障
」
に
な
る
と
し
て
、
改
定
さ
れ
た

個
人
情
報
保
護
法
の
全
国
的
な
共
通

ル
ー
ル
の
も
と
に
一
元
化
す
る
と

し
、
国
は
各
自
治
体
に
２
０
２
３
年

４
月
の
改
定
法
施
行
に
間
に
合
う
よ

う
に
条
例
の
改
廃
を
求
め
て
い
る
。

　
自
治
体
が
築
い
て
き
た
優
れ
た
到

達
点
を
「
リ
セ
ッ
ト
」
さ
せ
よ
う
と

い
う
も
の
。
自
治
体
の
個
人
情
報
を

守
る
「
個
人
情
報
保
護
条
例
」
が
あ

り
、
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
安
心
し
て
大
切
な
個
人
情

報
を
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。
個
人

情
報
を
守
る
防
波
堤
と
し
て
行
政
が

こ
の
こ
と
を
担
い
続
け
て
ほ
し
い
と

の
思
い
か
ら
「
個
人
情
報
保
護
条

例
」
の
改
廃
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま

で
の
準
備
状
況
と
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
、
ま
た
今
後

こ
の
条
例
改
定
も
含
む
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
ど
の
よ
う
な
視
点
、
観
点

か
ら
進
め
て
い
く
の
か
。

答
弁	

	
	

　
町
長

令
和
２
年
３
月
10
日
、
第
２

０
１
回
通
常
国
会
に
提
出
さ

れ
た
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
は
、
同
年
６
月
５
日
の
国
会
に

お
い
て
可
決
、
成
立
し
、
６
月
12
日

に
公
布
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
各
自
治
体
で
は
、
令

和
５
年
４
月
１
日
施
行
を
目
指
し
作

業
を
行
っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
こ

の
改
正
は
、
行
政
、
民
間
、
独
立
行

政
法
人
で
別
建
て
の
法
律
だ
っ
た

「
個
人
情
報
保
護
法
制
」
を
一
元
化

す
る
も
の
で
あ
り
、
全
国
共
通
の

ル
ー
ル
を
設
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
質
問
の
趣
旨
は
自
治
体
独
自
の
保

護
措
置
が
最
小
限
に
制
限
さ
れ
、
自

治
体
が
国
よ
り
強
い
規
制
を
受
け
る

こ
と
、
ま
た
、
一
元
化
に
よ
り
国
に

お
け
る
管
理
体
制
、
民
間
等
と
の
情

報
の
や
り
取
り
に
よ
り
情
報
漏
洩
が

懸
念
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　
実
際
に
、
我
が
国
は
、
他
国
に
比

べ
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対
応
す
る
体
制

の
脆
弱
化
が
問
わ
れ
て
い
る
が
、
現

在
の
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
は
様
々
で
あ
る
。
今
回

の
統
一
化
に
よ
り
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が

低
下
す
る
も
の
と
は
一
概
に
言
え
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
の

Ｑ
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
に

よ
る
個
人
情
報
保
護

条
例
の
改
廃
の
問
題

に
つ
い
て

安
全
・
安
心
が
し
っ

か
り
と
担
保
さ
れ
た

形
で
、
前
向
き
に
時

代
変
化
が
成
し
遂
げ

ら
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る

ＱＡ

中川議員

一
般
質
問
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Ｑ

技
術
は
大
変
目
覚
ま
し
く
進
歩
し
て

い
る
が
、
そ
れ
に
伴
う
危
険
性
も
否

定
で
き
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
２
年
後
に
は
行
政
の
26
業

務
の
出
来
る
部
分
か
ら
と
予
想
し
て

い
る
、
こ
の
法
律
に
よ
り
、
シ
ス
テ

ム
自
体
を
全
国
共
通
の
標
準
化
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
準
備
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
６
月
の
補
正
予
算
で
提

案
し
た
「
個
人
情
報
保
護
制
度
に
係

る
移
行
支
援
業
務
」
と
し
て
委
託
料

が
可
決
さ
れ
た
。
今
現
在
は
委
託
業

者
が
本
町
の
各
部
署
で
持
つ
個
人
情

報
の
洗
出
し
を
し
な
が
ら
準
備
を
し

て
お
り
、
何
と
か
年
度
内
に
条
例
改

正
へ
向
け
た
作
業
を
行
い
、
令
和
５

年
３
月
定
例
議
会
に
一
括
提
案
す
る

こ
と
で
考
え
て
い
る
。

　
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
観

点
に
つ
い
て
、
今
現
在
、
小
さ
な
自

治
体
ほ
ど
費
用
対
効
果
が
非
常
に
低

い
も
の
と
感
じ
て
い
る
が
、
ま
ず
は

住
民
の
方
々
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
利
便

性
が
向
上
す
る
の
が
第
一
で
あ
る
。

加
え
て
行
政
事
務
の
効
率
化
と
同
時

に
、
個
人
情
報
の
保
護
に
は
万
全
を

期
し
な
が
ら
進
む
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
全
国
的
に
は
高

齢
者
の
方
に
、
行
政
が
ス
マ
ホ
を
購

入
し
与
え
る
。
内
容
に
よ
っ
て
町
独

自
の
防
災
を
は
じ
め
と
し
た
町
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
通
信
ア
プ
リ
を
開
発
・
提

供
し
、
か
つ
２
年
分
の
費
用
も
出
す

な
ど
の
自
治
体
も
で
て
い
る
。
逆
に

小
さ
な
町
だ
か
ら
で
き
る
取
り
組
み

事
例
も
で
て
き
て
い
る
。
国
が
推
し

進
め
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
発
行
率
に
つ
い
て
も
、
国
民
の
利

便
性
が
高
ま
れ
ば
、
お
の
ず
と
普
及

率
も
向
上
し
て
く
る
も
の
だ
と
感
じ

て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
も
各
自
治
体
で
随
分

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
が
、
例
え

ば
「
議
案
」
等
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
に
よ
る
省
力
化
や
、
効
率
化
が
図

ら
れ
デ
ジ
タ
ル
化
が
推
進
さ
れ
る
な

ど
、
国
や
自
治
体
、
民
間
事
業
者
が

一
丸
と
な
り
、
安
全
・
安
心
が
し
っ

か
り
と
担
保
さ
れ
た
形
で
、
前
向
き

に
時
代
変
化
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

来
年
の
３
月
定
例
会
に
改
廃

の
提
案
を
し
た
い
と
の
事
で

あ
る
が
、
早
い
と
こ
ろ
で
は
、
既
に

改
定
案
を
提
示
し
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

等
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
是
非
こ
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
個
人
情
報
の
利
用
外
目
的

や
不
正
な
も
の
に
よ
る
個
人
情
報
の

デ
ー
タ
集
積
な
ど
が
な
い
の
か
。
あ

る
い
は
、
地
方
自
治
に
対
す
る
介
入

で
は
な
い
の
か
と
の
面
も
考
え
ら
れ

る
。
条
例
改
正
が
本
議
会
に
提
案
さ

れ
る
前
に
少
な
く
て
も
議
会
に
つ
い

て
は
、
早
め
に
素
案
を
提
示
し
て
十

分
な
審
議
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。

　
今
回
は
、
議
会
に
関
す
る
個
人
情

報
保
護
条
例
も
作
成
し
な
い
と
い
け

な
い
よ
う
な
の
で
、
そ
の
辺
の
準
備

も
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
も
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で

あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
効
率
や

利
便
性
な
ど
を
考
え
る
と
デ
ジ
タ
ル

化
そ
の
も
の
は
進
む
の
か
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
に
対
応
で
き
る
人
た
ち
は

良
い
が
、
私
た
ち
の
町
の
よ
う
に
高

齢
化
社
会
で
は
、
な
か
な
か
対
応

し
き
れ
な
い
状
況
が
あ
る
の
を
頭
の

中
に
置
い
て
も
ら
い
な
が
ら
、
今
後

の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
に
対
応
願
い
た

い
。

答
弁	

	
	

　
町
長

提
案
を
す
る
際
に
は
、
な
る

べ
く
早
く
少
な
く
と
も
議
会

等
に
は
い
ろ
い
ろ
検
討
を
お
願
い
し

た
い
。

　
し
か
し
、
個
人
保
護
条
例
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
委

員
会
、
こ
こ
で
行
政
機
関
向
け
の
法

律
改
正
に
向
け
て
の
事
務
対
応
ガ
イ

ド
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
５

０
０
ペ
ー
ジ
に
も
わ
た
る
膨
大
な
資

料
で
あ
り
、
た
ぶ
ん
私
共
の
年
代
が

読
み
込
ん
で
も
な
か
な
か
理
解
で
き

な
い
の
で
、
専
門
の
業
者
に
委
託
を

し
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
来
年
３
月
に
は
条
例

改
正
で
提
案
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
過
程
の
中
で
、
機
会
を

捉
え
て
議
会
に
も
「
こ
う
言
っ
た
も

の
が
あ
る
。」
の
を
開
示
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
先
程
の
議
会

の
方
は
統
一
化
の
中
に
は
含
ま
れ
な

い
案
件
と
私
共
は
認
識
を
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
確
実
に
進

ん
で
い
く
と
思
わ
れ
る
。
我
々
職
員

を
含
め
て
ゼ
ッ
ト
世
代
の
方
は
良
い

が
、
高
齢
者
は
な
か
な
か
理
屈
が
解

ら
な
い
の
は
否
め
な
い
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
先
進
地
事
例
で
は
高

齢
者
も
含
め
て
端
末
機
を
無
償
で
買

い
与
え
る
。
ア
プ
リ
を
開
発
し
て
、

操
作
機
能
が
極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
形

に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
各
家
庭

に
訪
問
し
て
説
明
を
行
う
よ
う
な
自

治
体
も
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
も
の
も

参
照
に
し
な
が
ら
、
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
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Ｑ ○
幌
加
内
町
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
幌
加
内
町
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◎
令
和
４
年
10
月
２
日
、
北
海
道
の

最
低
賃
金
が
現
行
の
８
８
９
円
か
ら

９
２
０
円
（
31
円
増
額
）
に
な
る
こ

と
か
ら
、
令
和
４
年
10
月
１
日
施
行

分
よ
り
最
低
賃
金
額
を
増
額
し
た
こ

と
に
よ
る
条
例
の
一
部
改
正
。

質
疑 

中
川
議
員

会
計
年
度
任
用
職
員
の
１

号
俸
か
ら
４
号
俸
ま
で
同

じ
賃
金
と
な
る
が
、
号
俸
は
様
々
な

判
断
で
差
異
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
今
回
の
条
例
改
正
は
あ
る

意
味
、
不
公
平
感
が
生
じ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
こ
れ
を
機
会
に
給
料
表
全
体
を
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

が
、
今
回
、
全
体
の
給
与
表
の
見
直

し
に
至
ら
な
か
っ
た
理
由
は
何
故

か
。

答
弁 
総
務
課
長

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
度
の
１
会

計
年
度
で
契
約
を
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
10
月
１
日
か
ら
は
最
低
賃
金

の
９
２
０
円
を
上
回
る
改
定
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
質
問
の
と
お
り
の

結
果
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、
令
和
５

年
４
月
１
日
か
ら
は
号
俸
に
差
を
つ

け
た
形
で
改
正
を
行
う
。

　
他
の
自
治
体
も
同
じ
判
断
と
な
っ

て
い
る
事
か
ら
ご
理
解
願
い
た
い
。

○
令
和
４
年
度
幌
加
内
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

◎
幌
加
内
そ
ば
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事

業
委
託
料
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
経
済
対
策
補
助
金
、
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
操
出
金
、
価
格
高

騰
緊
急
支
援
給
付
金
等
の
増
減
に
よ

り
、
４
１
４
２
万
９
０
０
０
円
を
追

加
し
、
総
額
43
億
５
０
０
４
万
４
０

０
０
円
と
し
た
。

○
令
和
４
年
度
幌
加
内
町
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

お
け
る
経
済
対
策
支
援
と
し
て
、
水

道
利
用
の
経
済
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
一
般
家
庭
、
民
間
会
社
、
個
人
事

業
所
な
ど
に
お
け
る
水
道
基
本
料
金

及
び
メ
ー
タ
ー
貸
付
料
を
令
和
４
年

11
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
ま
で
の

５
ヶ
月
間
を
免
除
す
る
事
に
よ
り
一

般
会
計
の
繰
出
金
を
増
額
と
し
た
。

　
10
月
19
日
に
開
催
さ
れ
、議
案
４
件
が
提
出
さ
れ
原
案
の
と
お
り

決
定
し
た
。

令
和
４
年　
第
２
回
臨
時
会（
10
月
19
日
）

条

例

改

正

条

例

改

正

★　議会を傍聴してみませんか　★

・第 １ 回 定 例 会　３月中旬
・予算審査特別委員会　３月中旬
・第 ２ 回 定 例 会　６月中旬～下旬
・第 ３ 回 定 例 会　９月中旬
・決算審査特別委員会　10月中旬～下旬
・第 ４ 回 定 例 会　12月中旬～下旬

議
会
の

開
催
時
期

議会事務局／公民館３階　☎ 0165-35-2121（内線373）

　定例会は３月・６月・９月・12月の年４回開催されます。傍聴の手続きは簡単、受
付簿に「住所」「氏名」を書いていただければ結構です。
　予算審査特別委員会、決算審査特別委員会は年 1回開催されます。
※新型コロナウイルスの感染予防としてマスクの着用をお願いします。

補

正

予

算

補

正

予

算

18広報ほろかない｜　2023.1月



19 2023.1月　｜広報ほろかない　

　
　

　
こ
ん
に
ち
は
、幌
加
内
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
佐
々

木
仁
美
で
す
。
幌
加
内
の
冬
は
初
め
て
な
の
で
、
寒
さ

と
降
雪
に
ビ
ク
ビ
ク
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
幌
加
内
一
年
目
の
私
が
感
じ
る
、
幌
加
内
の
魅
力
を

３
つ
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
１
つ
目
は
「
幻
想
的
な
景
色
」
で
す
。
幌
加
内
は
霧

が
か
か
る
こ
と
が
多
く
、
普
段
の
生
活
道
路
が
一
気
に

非
現
実
の
世
界
へ
と
変
化
し
ま
す
。
運
転
す
る
に
は
視

界
が
悪
く
不
便
な
の
で
す
が
、
朝
起
き
て
窓
の
外
を
見

る
度
に
感
動
し
ま
す
。
そ
ん
な
霧
の
中
を
散
歩
す
る
と

別
世
界
に
い
る
よ
う
で
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
雲
一
つ
な

い
天
気
の
日
の
、
溢
れ
る
ほ
ど
の
星

空
も
最
高
で
す
。季
節
に
よ
っ
て
山
々

の
色
合
い
が
変
化
し
、
道
路
の
脇
に

野
草
が
咲
き
誇
り
、
そ
ば
の
花
が
咲

き
、
雪
景
色
に
な
る
色
の
変
化
は
、

幌
加
内
の
宝
物
で
す
。
日
常
の
景
色

が
と
っ
て
も
贅
沢
な
の
で
す
。

　

２
つ
目
は
「
野
生
動
物
」
で
す
。
幌
加
内
で
は
ご
く

普
通
に
野
生
動
物
に
遭
遇
し
ま
す
。
最
近
多
い
の
が
エ

ゾ
シ
カ
で
す
。
運
転
し
て
い
る
と
き
に
は
出
現
し
て
ほ

し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
遠
目
で
見
る
分
に
は
な
ん
と

も
い
え
な
い
神
々
し
い
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
先
日
、

エ
ゾ
シ
カ
の
解
体
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
エ
ゾ

シ
カ
は
農
業
被
害
を
引
き
起
こ
す
害
獣
で
す
。政
和
ア
ー

ト
Ｆ
ｅ
ｓ
で
は
悪
い
エ
ゾ
シ
カ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た「
ワ

ル
ジ
カ
」
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
る
ほ
ど
で
す
。

駆
除
さ
れ
た
エ
ゾ
シ
カ
は
、
骨
格
や
内
臓
に
至
る
ま
で

も
が
き
れ
い
で
、
命
を
学
ぶ
大
切
な
時
間
に
な
り
ま
し

た
。
エ
ゾ
シ
カ
の
肉
は
そ
の
後
、
美
味
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。
自
然
の
中
で
見
る
動
物
は
動
物
園
と
は
違
い
、

の
び
の
び
と
し
て
い
ま
す
。
都
会
に
い
る
と
つ
い
「
人

間
の
世
界
」
と
思

い
込
ん
で
し
ま
い

ま
す
が
、
幌
加
内

に
い
る
と
共
存
し

て
い
る
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
ま
す
。

　
３
つ
目
は
「
幌
加
内
町
民
の
温
か
さ
」
で
す
。
多
く
の

方
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。
全
く
知
ら
な
い
土
地
で
の
新
生
活
は
不
安
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
す
が
、
一
緒
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
刺
繍

を
制
作
し
た
り
、
そ
ば
打
ち
を
し
た
り
、
山
に
登
っ
た

り
、
ヨ
ガ
を
し
た
り
、
お
茶
と
お
菓
子
を
囲
み
な
が
ら
お

し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
い
ろ
ん
な
方
と
関
わ
る
こ
と
が
で

き
る
お
か
げ
で
、
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
い

つ
も
周
り
に
助
け
て
く
れ
る
人
が
い
る
安
心
感
が
幌
加
内

に
は
あ
り
ま
す
。
老
若
男
女
問
わ
ず
交
流
で
き
る
環
境
が

あ
る
っ
て
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　
幌
加
内
町
で
の
生
活
は
毎
日
が
輝
い
て
い
ま
す
。日
々

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
て
町
の
魅
力
発
信
を
し
て
い
ま
す

が
、
い
つ
も
ネ
タ
が
つ
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
町
の

魅
力
を
見
つ
け
て

い
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

６月
17日　第２回定例会（幌加内）
19日　第２師団創立72周年及び旭川駐屯地開設70

周年記念式典（旭川市）
28日　上川町村議会議長会役員会（幌加内）

７月
１日　戦没者追悼式（幌加内）
６日　北海道町村議会議員研修会（札幌市）
20日　士別地方消防事務組合議会臨時会（士別市）
　　　令和４年度士別地方日台親善協会総会（士別市）
26日　３町合同ゼロカーボン推進講演会（幌加内）
27日　道々旭川幌加内線道路整備促進期成会旭川要望（旭川市）
29日　北海道グランドワーク第165回例会（札幌市）
30日　北口ゆうこう道議と語る青空の集い（士別市）

８月
２日　3町振興協議会道内要望（旭川市外）
５日　3町振興協議会道内要望（札幌市）
８日　広報特別委員会（幌加内）
10日　上川教育研修センター組合議会第2回定例会（旭川市）

９月
１日　持続可能な農業と防衛体制の在り方を学ぶ

セミナー	（旭川市）
　　　今津ひろふみ連合後援会設立総会（美瑛町）
３日　第27回新そば祭り（～ 9/4）（幌加内）
４日　ユニヴァジャパンとの協定（幌加内）
　　　高校魅力化関係者懇談会（旭川市）
５日　道々旭川幌加内線道路整備促進期成会北海

道要望（札幌市）
８日　国交省古川政務官雨竜ダム視察同行（朱鞠内）
　　　議会運営委員会（幌加内）
10日　鈴木直道政経セミナー（札幌市）
15日　第３回定例会（幌加内）
24日　宗谷本線活性化推進協議会事業「講演会」（名寄市）
29日　地域公共交通会議（幌加内）
30日　上川北部市町村議会事務局職員研修会
　　　（朱鞠内）

10月
６日　和寒・剣淵・幌加内３町議会議員研修会
　　　（剣淵町）
13日　交通安全啓発パレード出発式（幌加内）
18日　議員協議会（幌加内）
19日　第２回臨時会（幌加内）

議会日誌議会日誌 ６～10月６～ 10月

わ
た
し
の
一
言

佐
々
木　
仁
美
さ
ん

地
域
お
こ
し
協
力
隊



令和４年　幌加内町の主なできごと
１月
１日　スキー場町民開放
８日　朱鞠内湖漁協安全祈願祭
９日　成人式（写真①）
14日　第１回幌加内町議会臨時会
　　　町功労者表彰式
18日　行政連絡員会議

３月
１日　幌加内高等学校～卒業式～
３日～10日　第１回幌加内町議会定例会
８日～10日　予算審査特別委員会
11日　幌加内中学校～卒業式～
18日　幌加内小学校～卒業式～
　　　朱鞠内小学校～卒業式～
26日　双葉保育園～卒園式～

４月
１日　双葉保育園～入園式～
６日　幌加内小学校～入学式～
　　　幌加内中学校～入学式～
　　　放課後児童クラブ～入所式～
８日　幌加内高等学校～入学式～
27日　幌加内土地改良区～通水式～

５月　
28日　北町町内会避難訓練

６月
４日　朱鞠内地区避難訓練
11日　朱鞠内小学校～運動会～
17日　第2回幌加内町議会定例会
18日　幌加内小学校～運動会～
19日　三頭山山開き（写真②）
25日　朱鞠内湖湖水開き・雨竜ダム建設

殉職者及び水難事故者慰霊祭
　　　幌高商店会～夏の市～

７月
９日　素人そば打ち段位認定会
　　　（初段・二段）
14日　旗の波運動～添牛内地区～
28日　災害対策懇談会
23日～９月４日　第11回政和アート

Fes2022

８月
30日　土地改良区～断水式～

9月　
３日～４日　第27回そば祭り（写真③）
10日　双葉保育園～運動会～
10日～11日　幌加内高等学校～地域みらい

留学365オープンスクール～
15日　第３回幌加内町議会定例会
　　　旗の波運動～添牛内地区～
30日　双葉保育園～遠足～

10月
８日　幌加内小学校～学習発表会～
26日　生涯学習フェスティバル
　　　～児童生徒作品展示会～
19日　第２回幌加内町議会臨時会
19日～11月３日　生涯学習フェスティバ

ル～一般作品展示会～
13日　秋の交通安全啓発パレード
22日　幌高商店会～秋の市～（写真④）
30日　生涯学習フェスティバル
　　　～ピアノ発表会
28日～11月２日　決算審査特別委員会

11月
２日～３日　生涯学習フェスティバル
　　　　　　～華道展示会～
10日　学校給食米寄贈～米生産部会～
24日　ほろたちスキー場安全祈願祭

12月
３日　双葉保育園～おゆうぎ会～
14日　行政連絡員会議
９日～13日　第４回幌加内町議会定例会
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人　口 1,306人
（前月比－6）

男 645人
女 661人

まちの人口

［世帯数］　709世帯 （前月比－5）

※11月末現在 ☞担当者から☜

　双葉保育園お遊戯会、年長「すみれ組」の７名。

年長ということで最後のお遊戯会。

　マーチングは、ひとりひとりの役割がとても重要です

が、ずっと練習をしてきたマーチングだけあって力強く

演奏していました。

　お遊戯後の集合写真を撮る際も、自然と肩を組み団結

力が感じられるお遊戯会でした。

❷

❸

❶

❹


